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研究テーマ ｜京都3.8m望遠鏡における太陽系外惑星の直接撮像

平成25年度初頭に掲げた目標は、 「室内において波面計測・補償を実現するこ

とj である。この目標に基づいて、 On-skyを模擬した環境下で低次波面補償光学

係の構築を行ない、 風速・1om/sの環境においてストレーノレ比はHバンドで0.3を達

賊した。これは、すばる望遠鏡の補償光学と同程度の性能を得る事ができた。こ

わように、年度当初の計画書に基づいて、波面計測・補償の実験に成功した。

研究実績

保体的には、以下の通りである。

1.計測デ、パイスであるShack-Hartmann波面センサーを構築．

2. 88素子の可変形鏡の高速駆動モデルの構築．

1については、 φlOmmの光束径をφlmmになるように縮小光学系を組むことによ

り、平成24年度では1秒あたり300フレームから平成25年度には1600フレームまで

h上することができた。
2については、 88素子可変形鏡の静的特性と動的特性を試験した結果、可変形

院のモデ、ルを同定することができた。この同定モデノレに基づいて、 PIO制御を88

様子可変形鏡に適応させることによって、可変形鏡の立ち上がりを2ミリ秒から1

ミリ秒まで短縮し、指令値との残差を0にすることができた。

研究の活用

本研究は、 TMTにおける地球型系外惑星の直接撮像装置のプロトタイプとして、開発

された技術は応用されることが期待される。また、可変形鏡のモデ、ル同定およびPIO

制御などの基盤技術は、高コントラス ト観測の用途に特化するだけでなく、汎用の

補償光学系の性能向上において、重要な役割を果たすことが期待される。

注 1）報告書の公開にあたり支障を生ずるおそれがある場合は、当該部分とその理由を明記すること。




